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衆
議
院
議
員
北
川
れ
ん
子
君
提
出
ア
イ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン
及
び
も
の
つ
く
り
大
学
開
設
に
お
け
る
疑
惑
に
関
す
る

質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

公
益
法
人
の
設
立
申
請
か
ら
許
可
ま
で
に
要
す
る
期
間
は
、
一
般
的
に
は
、
お
お
む
ね
二
十
日
か
ら
三
十
日
程
度
で
あ

る
。な

お
、
労
働
省
に
お
け
る
当
該
期
間
は
、
把
握
で
き
る
範
囲
で
は
、
最
長
は
八
百
四
十
四
日
、
最
短
は
当
日
で
あ
る
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

各
省
庁
が
、
公
益
法
人
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
者
か
ら
の
求
め
に
応
じ
て
、
設
立
申
請
の
前
に
、
当
該
公
益
法
人
の
目
的

の
適
切
性
、
目
的
と
事
業
の
整
合
性
、
設
立
申
請
に
必
要
な
書
類
等
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
確
認
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

設
立
申
請
か
ら
許
可
ま
で
に
要
す
る
期
間
が
短
く
な
る
こ
と
は
あ
り
得
る
も
の
と
考
え
る
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

各
省
庁
に
お
い
て
は
、
公
益
法
人
の
設
立
申
請
に
対
し
、
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
、
各
府
省
令
、

「
公
益
法
人
の
設
立
許
可
及
び
指
導
監
督
基
準
」
（
平
成
八
年
九
月
二
十
日
閣
議
決
定
。
以
下
「
閣
議
決
定
」
と
い
う
。
）

一



等
に
基
づ
き
対
処
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
御
指
摘
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
得
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
御

指
摘
の
よ
う
な
事
実
は
承
知
し
て
い
な
い
。

一
の
（
�
）
及
び
（
�
）
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
財
団
法
人
中
小
企
業
国
際
人
材
育
成
事
業
団
（
以
下
「
ア
イ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン
」
と
い
う
。
）
の
設

立
許
可
関
係
書
類
及
び
そ
の
設
立
許
可
に
携
っ
た
当
時
の
労
働
省
関
係
者
へ
の
聴
き
取
り
に
よ
り
調
査
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る

と
、
ア
イ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン
の
設
立
に
当
た
っ
て
は
、
遅
く
と
も
平
成
三
年
八
月
に
は
事
前
相
談
が
あ
り
、
同
年
十
一
月
二
十

五
日
に
労
働
大
臣
あ
て
設
立
許
可
申
請
が
出
さ
れ
、
同
年
十
二
月
二
日
に
設
立
を
許
可
し
て
お
り
、
「
こ
れ
ま
で
の
常
識
で

は
、
考
え
ら
れ
な
い
程
の
ス
ピ
ー
ド
で
設
立
許
可
」
を
行
っ
た
と
は
考
え
て
い
な
い
。
外
国
人
研
修
生
の
受
入
れ
に
関
し
中

小
企
業
経
営
問
題
議
員
連
盟
が
活
動
を
行
っ
て
い
た
旨
が
Ｋ
Ｓ
Ｄ
三
十
年
史
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る

が
、
ア
イ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン
の
設
立
に
際
し
て
の
同
議
員
連
盟
の
働
き
か
け
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
労
働
省
関
係
者
へ
の
聴
き

取
り
を
行
っ
た
と
こ
ろ
承
知
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
Ｋ
Ｓ
Ｄ
な
り
そ
の
関
係
者
の
方
々
」
と
は
、
財
団
法
人
ケ
ー
エ
ス
デ
ー
中
小
企
業
経
営
者
福
祉
事
業
団
（
以

二



下
「
Ｋ
Ｓ
Ｄ
」
と
い
う
。
）
の
企
画
室
長
等
を
指
し
て
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

平
成
十
二
年
十
一
月
二
日
の
参
議
院
法
務
委
員
会
で
の
日
比
徹
職
業
能
力
開
発
局
長
の
説
明
に
あ
る
「
そ
の
過
程
で
は
恐

ら
く
当
然
の
こ
と
な
が
ら
財
団
設
立
に
向
け
て
の
働
き
か
け
は
あ
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
」
と
は
、
Ｋ
Ｓ
Ｄ
企
画
室
長
等
が

寄
附
行
為
案
、
事
業
計
画
案
等
を
労
働
省
に
持
参
し
て
財
団
設
立
の
事
前
相
談
を
行
う
過
程
で
、
こ
れ
ら
の
者
か
ら
財
団
の

設
立
を
是
非
お
願
い
し
た
い
旨
の
働
き
か
け
が
当
然
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
よ
う
な
事
実
は
、
承
知
し
て
い
な
い
。
仮
に
、
御
指
摘
の
よ
う
な
疑
い
が
生
じ
た
場
合
、
各
省
庁
は
、
状
況
に

応
じ
、
民
法
、
閣
議
決
定
、
当
該
公
益
法
人
の
定
款
又
は
寄
附
行
為
で
定
め
る
目
的
等
に
照
ら
し
、
当
該
公
益
法
人
の
活
動

が
適
切
か
ど
う
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
調
査
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

ア
イ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン
か
ら
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
自
由
民
主
党
員
名
簿
獲
得
に
当
た
っ
た
こ
と
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

三



一
の
（
１０
）
に
つ
い
て

労
働
省
が
ア
イ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン
へ
の
検
査
を
行
っ
た
こ
と
は
な
い
。

一
の
（
１１
）
に
つ
い
て

ア
イ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン
が
受
け
入
れ
た
研
修
生
及
び
技
能
実
習
生
の
う
ち
、
研
修
及
び
技
能
実
習
の
予
定
期
間
の
満
了
前
に

そ
の
所
在
が
不
明
と
な
っ
た
者
は
、
平
成
四
年
六
月
一
日
か
ら
平
成
十
二
年
十
二
月
五
日
ま
で
に
六
百
四
十
七
名
で
あ
る
と

聞
い
て
い
る
。
そ
の
年
度
別
の
内
訳
は
、
平
成
五
年
度
四
名
、
平
成
六
年
度
十
四
名
、
平
成
七
年
度
六
十
二
名
、
平
成
八
年

度
百
十
二
名
、
平
成
九
年
度
百
四
十
九
名
、
平
成
十
年
度
六
十
三
名
、
平
成
十
一
年
度
百
十
三
名
、
平
成
十
二
年
度
百
三
十

名
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
平
成
十
二
年
十
二
月
五
日
ま
で
に
帰
国
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
者
は
三
百
三
十
七
名
で
あ
る
と
聞
い

て
い
る
。

こ
の
件
に
関
し
て
は
、
法
務
省
が
ア
イ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン
に
対
し
て
、
研
修
生
及
び
技
能
実
習
生
の
受
入
機
関
と
し
て
適
切

な
監
理
を
行
う
よ
う
、
入
国
管
理
の
立
場
か
ら
指
導
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
は
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
も
公

益
法
人
を
所
管
す
る
立
場
か
ら
、
研
修
生
及
び
技
能
実
習
生
の
受
入
れ
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
ア
イ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン
に

対
し
て
指
導
し
て
ま
い
り
た
い
。

四



二
の
（
�
）
に
つ
い
て

三
浦
裕
二
氏
が
参
加
し
て
い
た
、
民
間
の
任
意
団
体
で
あ
る
サ
イ
ト
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
ズ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
平
成
二
年
に
結

成
さ
れ
、
こ
の
団
体
が
職
人
大
学
構
想
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

二
の
（
�
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
よ
う
な
事
実
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
。

二
の
（
�
）
に
つ
い
て

Ｋ
Ｓ
Ｄ
の
寄
附
行
為
第
四
条
に
お
い
て
、
Ｋ
Ｓ
Ｄ
の
事
業
と
し
て
「
（
�
）
中
小
企
業
に
お
け
る
国
際
化
に
対
応
し
た
人

材
の
育
成
又
は
交
流
及
び
勤
労
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
目
的
と
す
る
事
業
に
対
す
る
助
成
」
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

規
定
に
基
づ
い
て
、
Ｋ
Ｓ
Ｄ
か
ら
財
団
法
人
国
際
技
能
振
興
財
団
（
以
下
「
Ｋ
Ｇ
Ｓ
」
と
い
う
。
）
へ
出
え
ん
が
さ
れ
た
と

認
識
し
て
い
る
。

二
の
（
�
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
よ
う
な
要
請
及
び
働
き
か
け
は
な
か
っ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

二
の
（
�
）
に
つ
い
て

五



Ｋ
Ｇ
Ｓ
は
、
建
設
業
及
び
製
造
業
に
お
け
る
技
能
者
の
育
成
及
び
地
位
の
向
上
の
た
め
の
事
業
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

高
度
な
技
能
の
継
承
・
発
展
を
図
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
公
益
法
人
で
あ
る
。

そ
の
設
立
に
当
た
っ
て
は
、
平
成
七
年
七
月
に
労
働
省
に
相
談
が
あ
り
、
平
成
八
年
二
月
二
十
八
日
に
労
働
大
臣
あ
て
設

立
許
可
申
請
が
出
さ
れ
、
同
年
三
月
七
日
に
設
立
が
許
可
さ
れ
て
い
る
。

二
の
（
�
）
及
び
（
�
）
に
つ
い
て

も
の
つ
く
り
大
学
に
つ
い
て
は
、
Ｋ
Ｇ
Ｓ
に
お
い
て
サ
イ
ト
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
ズ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
職
人
大
学
構
想
を
基
に

検
討
を
行
っ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
は
、
佐
渡
地
域
は
建
設
候
補
地
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
た
が
、
構
想

を
国
際
技
能
工
芸
大
学
と
し
て
具
体
化
し
て
い
く
段
階
で
、
建
設
候
補
地
の
自
治
体
の
財
政
的
な
負
担
能
力
、
交
通
の
利
便

性
、
学
生
及
び
教
員
の
確
保
の
可
能
性
等
様
々
な
条
件
を
勘
案
し
て
検
討
が
行
わ
れ
た
結
果
、
埼
玉
県
行
田
市
に
建
設
地
を

決
定
し
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

平
成
八
年
四
月
六
日
に
日
比
谷
公
会
堂
に
お
い
て
、
Ｋ
Ｇ
Ｓ
が
「
�
職
人
に
地
位
と
保
障
を
�
訴
え
る
総
決
起
大
会
」
を

開
催
し
た
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
御
指
摘
の
村
上
正
邦
議
員
の
発
言
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
。

同
大
会
後
に
、
Ｋ
Ｇ
Ｓ
の
事
務
局
長
が
、
石
塚
英
夫
赤
泊
村
長
に
対
し
手
紙
を
出
し
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
、
承
知

六



し
て
い
な
い
。

二
の
（
�
）
に
つ
い
て

Ｋ
Ｇ
Ｓ
か
ら
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
一
時
期
、
佐
渡
地
域
に
お
い
て
、
Ｋ
Ｇ
Ｓ
が
会
員
を
募
集
し
た
際
に
Ｋ
Ｓ
Ｄ
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
配
布
し
た
こ
と
及
び
Ｋ
Ｇ
Ｓ
の
会
員
募
集
に
当
た
り
Ｋ
Ｇ
Ｓ
の
会
員
の
加
入
目
標
数
と
と
も
に
Ｋ
Ｓ
Ｄ
の
会
員
の

加
入
目
標
数
を
示
し
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
に
Ｋ
Ｇ
Ｓ
の
会
員
募
集
に
関
し
Ｋ
Ｓ
Ｄ
に
関
連
す
る
活
動
は
行
っ
て

い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
り
、
Ｋ
Ｇ
Ｓ
と
Ｋ
Ｓ
Ｄ
が
一
体
化
し
て
い
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

二
の
（
�
）
に
つ
い
て

も
の
つ
く
り
大
学
の
施
設
設
備
の
整
備
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
年
度
か
ら
平
成
十
二
年
度
ま
で
の
間
に
、
校

舎
等
の
設
計
に
要
す
る
経
費
と
し
て
約
一
億
四
千
万
円
、
製
造
技
能
工
芸
学
科
棟
、
建
設
技
能
工
芸
学
科
棟
、
管
理
・
図
書

館
棟
、
学
生
会
館
、
学
生
寮
、
体
育
館
及
び
合
宿
研
修
所
の
建
設
並
び
に
土
地
造
成
等
に
要
す
る
経
費
と
し
て
約
五
十
六
億

円
、
機
械
設
備
等
に
要
す
る
経
費
と
し
て
約
二
十
七
億
六
千
万
円
、
総
額
約
八
十
五
億
円
を
補
助
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

年
度
別
に
は
、
平
成
十
年
度
に
は
約
一
億
四
千
万
円
を
、
平
成
十
一
年
度
に
は
約
十
二
億
三
千
万
円
を
補
助
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
平
成
十
二
年
度
に
は
約
七
十
一
億
三
千
万
円
を
補
助
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

七



も
の
つ
く
り
大
学
に
対
す
る
補
助
は
、
平
成
十
二
年
度
予
算
の
概
算
要
求
に
お
い
て
、
当
初
約
五
十
億
八
千
万
円
の
要
求

を
行
っ
た
が
、
そ
の
後
、
平
成
十
一
年
十
一
月
に
、
Ｋ
Ｇ
Ｓ
か
ら
、
全
国
か
ら
集
ま
る
学
生
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
大
学
に
す

る
た
め
に
、
大
学
の
開
学
予
定
で
あ
る
平
成
十
三
年
四
月
ま
で
に
学
生
寮
、
体
育
館
及
び
合
宿
研
修
所
の
施
設
を
整
備
し
て

ほ
し
い
旨
の
要
望
が
あ
り
、
労
働
省
に
お
い
て
は
、
開
学
ま
で
に
当
該
施
設
の
整
備
が
必
要
と
判
断
し
、
か
つ
、
民
間
か
ら

の
寄
付
が
少
額
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
を
勘
案
し
て
当
該
施
設
の
整
備
に
必
要
な
経
費
と
し
て
約
二
十
億
五
千
万
円
の
追
加
要

求
を
行
い
、
平
成
十
二
年
度
予
算
に
約
七
十
一
億
三
千
万
円
を
計
上
し
た
も
の
で
あ
る
。

八


